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〇２００５年（平成１７年）の介護保険法改正で「地域包括ケ
アシステム」という言葉が初めて使われ、改正検討時を含
めると約２０年が経過、医療や介護の関係者はもちろん
のこと、大学等での研究や多くの自治体の取組、他職種
連携等も増え、理念等が定着

〇地域包括ケアシステムは、地域の実情に応じて、高齢者
が、可能な限り住み慣れた地域でその有する能力に応じ
自立した日常生活を営むことができるようにすることが目
的であり、日常生活圏内で、「医療」「介護」「介護予防」
「住まい」「自立した日常生活の支援」の５つの要素が包
括的に確保される体制
（地域における医療及び介護の総合的な確保の推進に関する法律第2条）

地域包括ケアシステムとは

２００３年（H１５年）の厚労省老健局の資料で初めて文書化、歴史は約２０年

葉は専門職

（はじまりは高齢者ケア）
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①高齢者ケアの進化
〇医療・介護・専門職の協働
〇客観的評価（ケアプラン）
〇事業所間及び制度間の連携

地域包括ケアシステムの進化、広がり等

①高齢者ケアの進化 ②他世代への広がり ③深化（深まり）

②他世代への広がり（重層支援）
〇働き盛りの若年性認知症
〇障がい者、医療的ケア児・者
〇子ども・若者 等

（高齢者の長寿化） （重層支援） （分断リスクの軽減）

③深化（深まり）
〇社会的孤立や排除の防止、早期対処
（８０５０問題「島根は９０６０」（ケアマネ談）、ヤングケアラー）
〇共生社会 等

約２０年の月日
高齢者なら？

【社会背景の変化】

〇少子・高齢化、多死社会
〇経済の低成長（2000年GDP535兆円⇒2022年GDP552兆円）
〇情報社会 IT⇒ ITC ⇒ DX

コア部分
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ACP（アドバンス・ケア・プラニング）＝人生会議

３

自分らしく最期まで暮らせるよう、本人や家族等がもしものときのた
めに、本人が望む医療やケアについて、前もって関係者と繰り返し
話し合い、共有する取組み。県は言葉だけではイメージしづらい内
容を県民に知ってもらえるよう、ストーリー仕立てのマンガで紹介

・元気な時からでも、もしもの時をイメー
ジしてもらい、心配なことを家族等で
共有してもらう。

・両市の地域での取組み（エンディング
ノート等）につながるよう、住民に関心
を持ってもらう機運づくり
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Ｒ５年度在宅医療介護連携推進事業「高齢者住まい看取り研修会」

４

◆主催
松江市・島根県共同設置松江保健所
◆共催
松江市、安来市
◆松江圏域：web
①７月２５日（火）
１４時００分～１６時００分
（定員５０名）※先着順
◆研修実施者
株式会社 シルバーウッド
◆開催方法
Web開催（Ｚｏｏｍ）および現地開催
◆対象
介護事業所等に勤務する介護従事
者（リハ職、医療従事者等も可）、市
町村在宅医療介護連携担当者等

島根県では第８期島根県介護保険事業支援計画において、各市町村と連携し
ながらACP（アドバンスケアプランニング）＝人生会議の普及に努めています。
昨年度は県と市町村の共催での研修でしたが、令和５年度の松江圏域の研修
については、両市との共催、介護従事者等を対象とした「高齢者住まい看取り研
修会」を松江保健所が開催します。

◆主な会場の日時
全県対象：web）
②８月２３日（水）１４時００分～１６時００分
（定員５０名）
③９月 ７日（木）１４時００分～１６時００分
（定員５０名）
現地開催：雲南市 チェリバホール）
④９月１９日（火）１４時３０分～１７時００分
（定員５０名）
現地開催：川本町 川本合同庁舎）
⑤９月２０日（水）１３時００分～１５時３０分
（定員５０名）
現地開催：益田市 グラントワ）
⑥９月２１日（木）１３時００分～１５時３０分
（定員５０名） 等

※ 研修は１回完結です。いずれの回も同じ内容となります。
※ ①の参加が難しければ、県主催の②又は③にご参加ください。現地参加をご希
望の方は④－⑥にお申込みください。

※ 他圏域web研修への申込みも可能ですが、圏域内受講希望者が優先されます。
※ 他圏域の情報は開催要項をご確認願います。

【しまね電子申請サービス
申し込み画面高齢者住まい
看取り研修会 7/3締切 】
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